
フィンランドの「オープンダイアローグ」にヒントを得て、対話の町京都を目指すべく、まず上京が
対話的な町になればと、日本での「オープンダイアローグ」の実践者のお一人である精神科医の
森川すいめい氏を招いて、対話の文化祭の開催を企画しました。残念ながら昨年度はコロナのため
リアルでの開催は断念しましたが、森川すいめい氏の著書「精神科医 自殺希少地域を行く」をまち
作りの教科書と捉えてリモートで会読会を8月31日から27回開催。　12月17日には著者ご本人
にも参加頂きました。また、「巣ごもり」から外へ出ることや「対話の場作り」にもつながる
「ベンチ置くだけプロジェクト」を実施。合計6台が完成し、上京区内に置くことができました。「ベンチ置くだけプロジェクト」を実施。合計6台が完成し、上京区内に置くことができました。
今年度も引き続き、「ベンチ置くだけプロジェクト」で上京に「ちょっと座れる」対話の場を増やし、
昨年度断念した「対話の文化祭」や「オープンダイアローグ」にヒントを得た、体験会や研修会、
勉強会を上京区内での開催を予定していますので、ご興味のある方はお気軽にお問い合わせ下さい。
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ダイアローグを広める活動

対話之町京都
ヲ目指ス上京




